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【概 要】

生命の基盤となる細胞機能は、細胞を構成する様々な分子の相互作用によって担
われています。この相互作用を、シグナル分子が「時間的」および「空間的」な枠

組みの中でコントロールしています。このような分子間の相互作用を正しく理解す

ることが、生命機構の理解に重要です。しかし、シグナル分子の時間的・空間的動

態を解析することは一般的には大変難しく、21 世紀の生命科学の主要な研究課題と

いわれています。私たちは、シグナル分子の可視化法など、多方面からの研究手法

を総合的に駆使してこれを明らかにしたいと考えています。特に、カルシウムシグ

ナルとそれに関連したシグナル伝達系に焦点を絞って研究を進めます。

【期待される成果】

カルシウムシグナルは、生体の機能のほとんど全てに何らかの形で関与している

と考えられています。カルシウムシグナルを切り口とした本研究により、様々な生

命現象が解明され、生命科学研究全体に対して新たな視点が提供されると期待され

ます。対象となる細胞機能は多岐に亘りますが、その中でも特に中枢神経系、心筋

細胞、免疫系などの機能について、新たな機構を明らかにします。これによって、

様々な生命機構の病態の理解が進むものと期待されます。
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